
実
みの

りの秋
あき

ですね。先日
せんじつ

、２年生の先生
せんせい

たちが、畑
はたけ

で育
そだ

てているサツマイモの試
ため

し掘
ほ

りをされまし

た。今年はサツマイモの葉
は

の茂
しげ

り方
かた

がすごいので、

豊作
ほうさく

かなと思
おも

っていましたが、出てきたサツマイ

モの大きいこと。その大きさにびっくりです。１５

日の収穫
しゅうかく

がとても楽
たの

しみです。さて、今日
き ょ う

１０月

１３日は「サツマイモの日」です。 

「サツマイモ」は、ヒルガオ科
か

サツマイモ属
ぞく

の植物
しょくぶつ

で、痩
や

せた土地
と ち

でも育ち、

台風
たいふう

などにも強い作物
さくもつ

です。サツマイモの繁殖
はんしょく

能力
のうりょく

が高
たか

いのは、マメ科植物
しょくぶつ

と同様
どうよう

、窒素
ち っ そ

固定
こ て い

細菌
さいきん

との共生
きょうせい

により、空気中
くうきちゅう

の窒素
ち っ そ

を肥料代
ひりょうが

わりに使
つか

うこと

ができるからです。（植物が育つためには、窒素・リン・カリウムが必要
ひつよう

です。） 

サツマイモ（薩摩芋）は、九 州
きゅうしゅう

鹿児島
か ご し ま

で沢山
たくさん

栽培
さいばい

されたことからその名がつ

いています。鹿児島は水はけの良
よ

い火山
か ざ ん

灰
ばい

土壌
どじょう

のため栽培に適
てき

しています。（反
はん

して、米
こめ

は作りにくい土地
と ち

です。） 

その九州地方
ち ほ う

では「唐
から

芋
いも

」と呼
よ

ばれています。今の中国
ちゅうごく

（唐
とう

）から伝
つた

わって

きたことによります。ではサツマイモの原産
げんさん

は中国かというとそうではなく、原

産は南
みなみ

アメリカ大陸
たいりく

ペルーの熱帯
ねったい

地方
ち ほ う

だと言われています。コロンブスがアメ

リカ大陸を発見
はっけん

し、ヨーロッパに持
も

ち帰
かえ

りました。その後
ご

、スペイン人またはポ

ルトガル人あたりが東南
とうなん

アジアに持ち込
こ

み、それが日本（1597 年、宮古
み や こ

島
じま

）

へ伝わりました。育てやすいサツマイモは、江戸
え ど

時代
じ だ い

以降
い こ う

、飢饉
き き ん

対策
たいさく

として広
ひろ

く

栽培
さいばい

されるようになります。 

 

サツマイモはデンプンが豊富
ほ う ふ

でエネルギー源
げん

として適
てき

していますし、ビタミ

ン C や食物
しょくもつ

繊維
せ ん い

を多
おお

く含
ふく

む作物
さくもつ

です。芋
いも

のビタミン C は加熱
か ね つ

調理
ちょうり

しても壊
こわ

れ

にくいですし、干
ほ

し芋にすれば保存食
ほぞんしょく

にもなるので優
すぐ

れた食材
しょくざい

だといえます。 

 サツマイモは加熱すると甘
あま

くなります。比較的
ひかくてき

低
ひく

い温度
お ん ど

で長
なが

い時間をかけて

加熱するとより甘くなります。石
いし

焼
や

き芋は遠赤外線
えんせきがいせん

を利用
り よ う

してじっくりと加熱

しているのでとても甘い芋になるのです。 

私が小さい頃
ころ

は、母親
ははおや

がよくサツマイモや栗
くり

を蒸
む

し器で蒸
む

してくれましたが、

今は電子
で ん し

レンジという便利
べ ん り

なものがあるので、サツマイモを輪切
わ ぎ

りにしてキッ

チンペーバーで包
つつ

み、水で湿
しめ

らしてからラップにくるみ、1５０ワット前後
ぜ ん ご

の弱
じゃく

加熱
か ね つ

モードでゆっくり（１６分ほど）加熱すると甘くて美味
お い

しいサツマイモにす

ることができるそうです。是非
ぜ ひ

、挑戦
ちょうせん

してみてください！ 
 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ 114 １０月１３日 



 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代（宝永の頃）、京都に焼き芋屋さんが登場したそうです。 

 その焼き芋屋さんの看板には、「八里半」の文字が。 

 当時、さつまいもは蒸し芋で食されていたようなのですが、焼いたさつまいもが栗の味に

似ていたことから  「栗（九里）にはやや及びませんが」という洒落で「八里半」と名付け

た、ということのようです。 

 江戸時代（寛政の頃）、焼き芋は江戸にも伝わり、京都と同じように焼き芋屋さんは「八里

半」の看板を掲げたそうですが、江戸は小石川の焼き芋屋さんが、「十三里」と名付けたと

ころ 「栗（九里）より（＋四里）うまい十三里」という洒落が江戸っ子にウケて評判を呼

び、今で言うところの大ヒット商品となり、それから「さつまいも＝十三里」となったよう

です。 

サツマイモの産地、川越市が江戸から十三里離れていたこととかけてあるそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 


